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近鉄奈良線 : 街と駅の1世紀 : 懐かしい沿線写真で訪ねる :
近鉄奈良線 各駅今昔散歩 大正・昭和の街角を紹介
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奈良工業高等専門学校 図書館

科 学 道 100 冊

図書委員厳選おすすめ図書紹介

図書館だより第80号に執筆いただいた皆様、ご寄稿あり
がとうございました。今号からPDFによるWEB掲載の
みの発行とさせて頂いております。図書館は、今年度も
コロナ禍のため利用が制限され、ご不便をおかけしてお
りますが、どうかご理解のほどよろしくお願いします。

　近鉄奈良線、それは100年以上の歴史が詰まった近鉄の代表的な路線の一つである。この本に
は歴史ある奈良線を中心に生駒線、けいはんな線、生駒ケーブルの歴史が綴られている。100年
という長い月日もあり、現在と違う点が多く存在する奈良線。そのほとんどが今昔の写真ととも
に書かれている。私が特に気になった点は近鉄奈良と生駒～石切の区間である。どちらもこの本
を読んで初めて知った。
　まず近鉄奈良付近についてである。この駅は現在、地下駅となっているが1969年頃までは地上
駅であったのである。驚いた点はそこだけではない。なんと近鉄奈良駅のあたりは併用軌道であ
った。併用軌道とは路面電車のように道路上を電車が走ることを言う。つまり電車と車や人が並
走していた時代があったのだ。昔は奈良の中心部の地上に電車が走っていた、しかも路面電車の
ような方式で、である。
　もう一つの生駒～石切についてだが、この路線もなかなか面白い歴史を持っている。現在のト
ンネルは奈良線の輸送力を上げるために大型車を投入する時に旧トンネルは通れないために作ら
れた２代目である。それまでは現在は使われていないトンネルを使っていた。それは旧生駒トン
ネルと呼ばれるトンネルであった。旧トンネルは近鉄の前身となる大阪電気軌道が開通させた。
しかしこのトンネルを開通させるためには涙ぐましい努力があった。トンネル工事中には落盤事
故や湧水などが発生し、当初の予算よりも工費がかかってしまった。故に鉄道会社、トンネルを
掘った会社ともにしばらくは経営難に陥ったという。それでも手抜き工事はなく良質なトンネル
であったそうだ。
　その他にも読んでいてあっと驚かされるような事が多く載っていた。例えば、大阪方の終点に
ついてである。現在奈良線は近鉄奈良～大阪難波のことを指すことが多い。実際この区間で完結
する電車がかなりある。だが開業当初は難波ではなく上本町までの運転となっていた。
　普段の生活で使っている路線だが、多くのドラマを知る事ができたり、時代背景を知ったりす
る事ができた良い一冊だった。長い歴史を背負ったものは意外と近くにあると感じられた。

科学道100冊とは国立研
究開発法人理化学研究
所等のプロジェクトに
より選ばれた図書で名
誉教授 宮本止戈雄先生
より寄贈いただきまし
た。１階奥に科学道100
冊2019～ 2021をライン
アップしています。
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